
１ 

 

安全衛生方針 

従業員の安全と健康は、当社の持続的成長の基盤である。本方針は、当社で働くすべての役職員及び

地域社会の安全・健康に及ぼす悪影響が最小限となるよう企業活動の中で安全衛生管理を徹底し、快適

な職場環境を形成することを目的とする。 

 

１. 法令等の順守と管理の強化 

安全衛生関係法令、及び社内基準を遵守し、より高度な安全衛生管理の実現に努める。 

２. 危険要因の明確化と職場環境の改善 

職場における危険・有害要因を明確にし、“災害ゼロ”から“危険ゼロ”を目指した安全で快適な

職場環境を構築する。 

３. 健康障害の予防と衛生管理体制の強化 

過重労働やメンタルヘルスに起因する健康障害を防止するため、衛生管理体制を強化し、全役職員

の健康確保に向けた対策を推進する。 

４. 全員参加型の安全衛生活動 

全役職員との円滑なコミュニケーションを図り、全員が主体的に参加する安全衛生活動を実行す

る。 

５. 教育・広報による意識向上 

全役職員の教育および社内広報活動を通じて、安全衛生に対する意識の向上と定着を図る。また、

当社に関わるビジネスパートナーに対しても、本方針の主旨を共有し、協力して安全な作業環境の構

築を目指す。 

 

当社は本方針に基づく取り組みを通じて、継続的な改善を図ることで、労働環境の質を向上させ続ける。 
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